
平成 21 年度 事 業 報 告 

 

 

 文化財や観光資源を取り巻く現下の状況は，自然災害や長引く経済不況などにより大変厳しい

環境にあり，文化財所有者，管理者及び保存団体にかかる負担も大きなものがある。 

このような状況のもと，当財団においても基金からの運用収入の減収が続き，長年にわたり基

金の一部を取り崩すなど厳しい財政状況を余議なくされているが，役員，会員の多大なご支援，

ご協力により，平成 21年度においてもこれまでと同様に文化観光資源保護事業を中心に諸事業を

行い，文化観光資源所有者・管理者にかかる財政負担の軽減に努めることが出来た。  

又，昭和 44年 12 月 1日の設立以来 40周年を迎えられ，新公益法人制度への移行に向けた準備

も予定どおり整えられた。 

 

 

Ⅰ．文化観光資源保護事業 

１．助成事業 

  助成申請のあった各保護事業について，实態調査や文化財専門委員会の審議を経て，第 

65 回理事会，評議員会において助成対象，助成額を決定し，下記のとおり 70 件に対し， 

総額 6,475 万円の助成金の交付を行った。助成金の内訳は，6頁に掲載。 

１）文化観光資源保護事業に対する助成     １２件  助成金   ６３６万円 

（１） 建造物の部                ８件  助成金   ４４０万円 

（２） 美術工芸品の部              ４件  助成金   １９６万円 

２）伝統行事・芸能の保存及び執行に対する助成 

                        ５６件  助成金 ５，５０９万円 

（１） 伝統行事の保存及び執行に対する助成   ３１件  助成金 ５，０７８万円 

・保存事業の部              １３件  助成金   ６８３万円 

・執行事業の部              １８件  助成金 ４，３９５万円 

（２）伝統芸能の保存及び執行に対する助成 

  ・執行事業の部              ２５件  助成金   ４３１万円 

３）文化観光資源をとりまく自然環境の保全等に対する助成 

                        １件  助成金   ３２０万円 

４）文化観光資源施設に対する助成        １件  助成金    １０万円 

 

２．文化観光資源に関する調査研究事業 

（１） 当年度助成申請のあった文化観光資源保護事業の实態調査を行い，記録写真の撮影や資

料を収集し調査選定資料の作成と修理内容を記録した。 

（２） 伝統行事，芸能の公開時や助成対象の保存修理事業の实態調査を行い，写真記録等を行

うと共に指導助言を行った。 

（３） 京都の文化観光資源のうち，これまで進めてきた京都の近代建築について写真記録によ

るデ－タ－べ－スを作成した。 

（４） 文化財関係機関との連絡協議 

    文化財保護関係機関で構成する協議会（文化財保護連絡協議会，文化財防災対策連絡会）

に参加し，文化観光資源保護に関する情報の交換や収集等を行い实態把握につとめ，効果

的な事業の検討，取組みをはかった。 

 



 １）文化財保護連絡協議会（今年度事務局 当財団） 

    開催日：第１回  7 月 6 日  第２回 11 月 25 日 

   京都府教育庁指導部文化財保護課，同文化環境部文教課，京都市文化市民局文化芸術都市 

推進室文化財保護課，同消防局予防部文化財課，財団法人京都古文化保存協会,財団法人京都 

文化財団，当財団の 7者で構成し，情報交換等を行うと共に，「文化財保護に関する巡回相談 

事業」を共同で实施した。 

    相談日： 9 月 29 日  於：京都テルサ 

 ２）文化財防災対策連絡会（今年度事務局 京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課） 

    開催日：第１回  7 月 3 日  第２回 10 月 28 日  第３回 12 月 22 日 

        第４回  3 月 24 日 

   京都府教育庁指導部文化財保護課，同文化環境部文教課，同消防室消防安全課，同警察本 

部生活安全部生活安全企画課，同警備部警備第一課，京都市文化市民局文化芸術都市推進室 

文化財保護課，同都市計画局都市景観部景観政策課，同消防局予防部文化財係，財団法人京 

都古文化保存協会,財団法人京都文化財団，京都大阪森林管理事務所，当財団の 12 者で構成 

し，文化財の防災に関する情報交換等を行った。 

     

Ⅱ．文化観光資源管理事業 

京都市が管理する下記の史跡，名勝，天然記念物の維持管理業務を受託し，良好な保存管理に 

努めた。 

 名勝 雙ケ岡，史跡 天皇の杜古墳，史跡 醍醐寺境内（栢杜遺跡），天然記念物 深泥池生物

群集，史跡 御土居（7 カ所），史跡 方広寺石塔（耳塚・馬塚），史跡 鳥羽殿跡，史跡 栗栖

野瓦窯跡，史跡 平安宮跡（内裏跡，豊楽院跡），史跡 樫原廃寺跡，史跡 蛇塚古墳，史跡 西

寺跡，史跡 天塚古墳，史跡 山科本願寺南殿跡，京都市指定史跡 上中城址，京都市登録史跡

福西遺跡公園，京都市登録建造物 島原大門 以上 24カ所 

（１） 専従職員による日常のパトロ－ルにより現状の把握や地元保存団体と連携し管理を行う

と共に，適正な状況を維持するため定期的な整備や危険樹木の伐採，除草，不法廃棄物の

撤去等の作業を行った。 

（２） 各史跡等の現状と維持保存のあり方について検討を行うため，写真記録等の資料収集や 

専門委員との協議を行い良好な保存を図るための調査研究を行った。 

（３） 各史跡等について，広く一般に普及啓発を図るため一部史跡の見学の便宜や当財団ウェ 

ブサイト等を通じて情報発信を行った。 

 

Ⅲ．文化観光資源保護普及啓発事業   

 京都の文化観光資源の保護と共に，その活用を図り保護思想の普及啓発に努めるため下記の諸

事業を行った。 

１．文化観光資源に関する印刷物の発行等 

（１） 文化財カレンダ－の作成 

    毎年，京都の文化財や観光資源を取り上げ会員有志からの賛助金の協力も得て作成し,

文化観光資源保護思想の普及啓発を図っている。2010 年版は，「京の仏像」をテ－マに 2,000

部を作成し，会員や文化財関係機関に配付すると共に京都の文化財の良さをより多くの方

に周知するため一般の希望者に实費頒布を行った。 

（２） 財団設立 40 周年記念特集号「会報」の発行 

    設立 40 周年にあたり，これまでの活動経緯や保護事業等をまとめ紹介した「会報」の記

念特集号を 2,000 部作成し，役員，会員をはじめ助成対象とした文化財所有者，管理者，

保存団体及び関係機関に配付した。 



（３） 当財団発行の「近代京都の名建築」，「京都大文字五山送り火」を一般の希望者に頒布し，

保護思想の普及啓発につとめた。 

（４） 文化観光資源の公開事業「京の文化財探訪事業」の实施にあわせて，公開対象文化財の

解説冊子を各 10,000 部作成し，参加者に配付した。 

 

２．文化観光資源公開事業の实施 

  京都市民をはじめ多くの方々に京都の文化財に親しんでいただくため，下記の事業を实 

 施し文化観光資源保護への理解と財団の事業活動への協力支援を呼びかけた。 

（１） 京の文化財探訪 尼門跡寺院「霊鑑寺」春の特別公開 

     实施期間   3 月 28 日～ 4月 5 日  見学者数  4,806 名 

（２） 京の文化財探訪 「廣誠院」を訪ねて 

     实施期間   5 月 27 日～ 5月 31 日  見学者数   754 名 

（３） 京都市指定有形文化財「長江家住宅－祇園祭屏風飾り－」 

     实施期間   7 月 14 日～16日    見学者数  1,369 名 

（４） 京の文化財探訪 紅葉の尼門跡寺院「霊鑑寺」の文化財を訪ねて 

     实施期間  11 月 21 日～29日    見学者数  7,025 名 

（５） 「第 40 回京の郷土芸能まつり」の開催 

     实施日    2 月 28 日  入場者数  838 名  於：京都会館第 2ホ－ル 

    当財団設立 40周年，40回公演記念として，「京都の念仏狂言」と題し初めて京都に伝承 

されている四団体の「念仏狂言」を一堂に会して開催。 

〈出演〉「壬生狂言」（壬生大念仏講），「嵯峨大念仏狂言」（嵯峨大念仏狂言保存会），「千本

えんま堂大念仏狂言」（千本えんま堂大念仏狂言保存会），「神泉苑狂言」（神泉大念仏狂

言講社） 

 

３．インタ－ネットによる国内外への情報発信 

  京都の文化財や観光資源及び事業活動を広く国内外に紹介するため，当財団のウェブサイト

に文化財や有識者からの寄稿文，实施事業，刊行物の紹介等の情報を発信した。又，新たに携

帯サイトも開設した。 

 ホ－ムぺ－ジアドレス  http://www.kyobunka.or.jp  アクセス数  492,986 件 

 

４．伝統行事・芸能功労者表彰の实施 

   实施日   2 月 10 日  於：ウェスティン都ホテル京都 

  伝統行事・芸能の保存継承に長年にわたり貢献してこられた下記の 13 名の方を，伝統行事・

芸能功労者表彰要綱に基づきその功績をたたえ京都市長，理事長名にて表彰した。 

 〈被表彰者（順不同・敬称略）〉北野喜久（西之京瑞饋神輿保存会），吉田進（上賀茂さんやれ

保存会連絡協議会），岩田忠喜（小山二ノ講），内藤健次（三栖・炬火会），平塚吉嗣（御香宮獅々

若会），戸倉貞明（久世六斎保存会），田中貞造（京都中堂寺六齋會），上田昭翁（壬生六斎念仏講

中），髙田勇（六斎念仏上鳥羽橋上鉦講中），近藤嘉延（西院六斎念仏保存会），増田仲雄（八瀬郷

土文化保存会），藤井照代（上賀茂紅葉音頭保存会），菅原道子（上高野念佛供養踊保存会） 

 

 

５．文化財保護関係団体並びに関係機関が实施する下記の文化観光資源の保護と活用にかかる各

種事業を後援し，事業協力を行った。 

（１） 「ふるさと文化財の森システム推進事業普及啓発事業」の後援 

     10 月 20 日～11 月 30 日  主催：社団法人全国社寺等屋根工事技術保存会 

http://www.kyobunka.or.jp/


文化財の専門的技術の普及を目的に，文化財保護に関わる技術の实演・展示・体験が行 

われた。又，現地（大阪府河内長野市「檜皮の森」）にて，講演と实演も行われた。 

（２） 「醍醐寺大菊花展」  主催：醍醐寺  表彰式：12月 6 日 

     優秀作品に京都市文化観光資源保護財団賞の交付を行った。 

（３） 第 44回「京の冬の旅」の後援 

      1 月 9 日～ 3 月 22 日   主催：社団法人京都市観光協会 

     京都の冬季の観光実誘致対策事業を目的に，世界文化遺産に登録されている文化財等 

の特別公開が行われた。 

（４） 年中行事「釿始め」の後援 

      1 月 2 日         主催：番匠保存会 

     当財団の助成対象である京都市登録無形民俗文化財の木遣音頭を伝承する番匠保存会 

の年中行事として，京都市右京区広隆寺で行われた。 

 

６．報道機関による啓発活動の推進 

  各種報道機関に対し，当財団の实施事業をその都度発表し，事業への参加協力と京都市文化 

観光資源保護基金への募金協力の呼びかけを行った。 

 

Ⅳ．会員事業 

 当財団会員に対して，活動状況の報告並びに事業に招待するなど京都の文化観光資源を身近に

親しんでいただき，更なる理解と協力を呼びかけるため下記の事業を实施した。 

１．「会報」の発行 

   会報第 97 号，第 98 号を発行し，文化観光資源保護思想の高揚に努めると共に，財団の事 

業活動を詳しく紹介し，会員との連携を図った。又，設立 40 周年にあたり作成した「設立 

40 周年記念特集号 会報」を全会員に送付した。 

   各号発行部数  2,000 部 

 

２．文化観光資源公開事業等の案内・招待 

  下記の文化観光資源保護普及啓発事業及び会員事業に案内・招待し，京都の文化財を身近 

に親しんでいただき，更なる理解と協力を呼びかけた。 

（１） 京の三大祭の観覧招待 

   葵 祭（ 5月 15 日） 京都御苑建礼門前  招待席数 350 席 

   祇園祭（ 7月 17 日） 京都市役所前      〃   364 席 

   時代祭（10月 22 日） 京都御苑建礼門前    〃   400 席 

（２） 京の文化財探訪 尼門跡寺院「霊鑑寺」春の特別公開 

     实施期間   3 月 28 日～ 4月 5 日   招待見学人数 525 名 

（３） 京の文化財探訪 「廣誠院」を訪ねて  

     实施期間   5 月 27 日～ 5月 31 日   招待見学人数 199 名 

（４） 京の文化財探訪 京都市指定名勝｢鴨脚家庭園｣ 

     实施期間   5 月 29 日～31日     招待見学人数  344 名 

（５） 京都市指定有形文化財「長江家住宅－祇園祭屏風飾り－」 

     实施期間   7 月 14 日～16日     招待見学人数  225 名 

（６） 数寄屋建築の茶苑「四君子苑」特別鑑賞 

   实 施 日  10 月 30・31 日      参加見学者数  225 名 

（７） 近代の名庭「有芳園庭園」特別鑑賞 

   实 施 日  11 月 27 日        参加見学者数   80 名 



（８） 京の文化財探訪 紅葉の尼門跡寺院「霊鑑寺」の文化財を訪ねて 

     实施期間  11 月 21 日～29日     招待見学人数  700 名 

（９） 「第 40 回京の郷土芸能まつり」の優待案内 

     实 施 日   2 月 28 日        優待鑑賞者数   99 名 

  

３．文化観光資源普及啓発グッズの作製配付 

  京都の文化観光資源を身近に親しんでいただくため，“京の文化財グッズ”として下記のもの

を会員有志からの賛助金の協力も得て作製し，会員に配付した。 

○京都・文化財ダイアリ－(2010 年度版)オリジナル手帳  

‘10年度(4月～3月)のカレンダ－とメモに加え，別冊として年号索引や文化財の主な用語，

京都の主な年代別文化財，年中行事を掲載し作製。作製部数 1500 部 

 

Ⅴ．京都市文化観光資源保護基金募金活動 

 京都市文化観光資源保護基金の拡充を図るため，市民募金運動の推進として普及啓発事業等を

通じて呼びかけを行うと共に，会員に対し追加募金の協力を呼びかけた。又，下記の１社・４名

の高額寄附者に対して文化観光資源保護協力者感謝状贈呈要綱に基づき感謝状を授与した。 

１．募金活動状況 

 （１） 厳しい経済状況であるため，企業，法人等への募金要請については控え，現法人会員

に対し会報，招待事業を通じて追加寄付の呼びかけを行った。 

     法人新規寄付    1 件    法人追加寄付   11 件 

 （２） 市民募金運動の推進として，文化観光資源各公開事業において新規個人募金の呼びか

けを行い又，現個人会員に対して会報，招待事業を通じて追加寄付の呼びかけを行った。 

     個人新規寄付   30 件    個人追加寄付   407 件 

 （３） 募金状況 

    ○平成 21年度中の募金（平成 22 年 3 月 31 日現在） 

     寄付件数     449 件    寄付金額    8,709,237 円 

    ○募金累計（平成 22年３月 31日現在） 

     寄付者件数   5,746 件    寄付金額  3,380,306,805 円 

    ○京都市文化観光資源保護基金取崩し累計（平成 21 年度末） 

                           389,839,978 円 

    ○京都市文化観光資源保護基金現在高     2,990,466,827 円 

 

２．文化観光資源保護協力者感謝状の贈呈 

   实施日   2 月 10 日  於：ウェスティン都ホテル京都 

 文化観光資源保護協力者感謝状贈呈要綱に基づき，下記の 1 社・ 4 名の高額寄附者に対して 

理事長名にて感謝状を贈呈した。 

 〈贈呈者（順不同・敬称略）〉山田繊維株式会社，岩附清子，奥村和子，蔭山利雄，藤田房代 



文化観光資源保護事業助成対象 

１）文化光資源保護事業に対する助成  

（１）建造物の部 

対 象                                     単位：万円 

保護事業者 保護事業内容 事業費 助成金 

今宮神社 御旅所能舞台修理工事 １，１０４ ５５ 

宝鏡寺 御物見所解体修理工事 ４００ ５５ 

賀茂御祖神社 摂社出雲井於神社拝殿修理工事 １，９５３ ５５ 

建仁寺 方丈向唐門修理工事 ８４０ ５５ 

正林寺 阿弥陀堂修理工事 １，３０２ ５５ 

教王護国寺 宝菩提院表門（旧真性院門）修理工事 ４６３ ５５ 

(財)落柿舎保存会 本庵修理工事 ３，８４８ ５５ 

本願寺西山別院 表門修理工事 ６１０ ５５ 

計 ８件 １０，５２０ ４４０ 

 

（２）美術工芸品の部 

対 象                                     単位：万円 

保護事業者 事業内容 事業費 助成金 

霊鑑寺 書院襖絵紙本墨画「仙人図」修理 ２２０ ５５ 

泉涌寺 木造弥勒如来坐像修理 ９６４ ５５ 

宝泉寺 木造多聞天立像修理 １１９ ３１ 

三鈷寺 木造阿弥陀如来立像修理 ２２２ ５５ 

計 ４件 １，５２５ １９６ 

 

２）伝統行事・芸能の保存及び執行に対する助成 

（１）伝統行事の保存及び執行に対する助成  

・保存事業の部 

対 象                                     単位：万円 

保護事業者 保護事業内容 事業費 助成金 

(財)函谷鉾保存会 車輪二輪(西南・西北)修理 １９５ ６５ 

(財)祇園祭船鉾保存会 鉾下水引(正面・左側前部，後部)修理 ２４１ ７０ 

(財)月鉾保存会 網隠し新調，八咫烏修理，曳網新調 １３３ ３７ 

(財)菊水鉾保存会 鉾真木竹新調，櫓梁新調 ３１ １０ 

(財)南観音山保存会 山屋根妻飾修理 ６７ ２２ 

(財)長刀鉾保存会 鉾屋根西妻板新調，けばら板新調 ９７ ３２ 

敦巨山保存会 山四本柱新調，山腰幕新調 １４６ ４８ 

(財)役行者山保存会 祠袋新調 １７ ５ 

大文字保存会 リフト維持管理，被害木処理，火床周辺

下草刈り，赤松育成低層木除伐，火床改

修，山道丸太階段修理，火床周辺遮蔽木

伐採 

４４７ １２７ 

松ヶ崎妙法保存会 ｢妙｣｢法｣総刈り，遮蔽木伐採，火床塗装，

山道階段修復・排水工事，火床工事，立

１９６ ５８ 



入禁止看板取替 

船形万燈籠保存会 雑木伐採，土砂搬出・通路修復，資材保

管庫新設 

２７５ ８２ 

左大文字保存会 火床修理，集排水路整備，遮蔽木伐採，

下草刈り，山道段差修理，消火用ドラム

缶入替，倉屋根塗装工事 

３４３ １００ 

鳥居形松明保存会 山道修復(東登り口) ９０ ２７ 

計 １３件 ２，２７８ ６８３ 

 

・執行事業の部 

対 象                                     単位：万円 

保護事業者 保護事業内容 事業費 助成金 

葵祭行列協賛会 葵祭行列の執行 ３，２９２ ６７５ 

祇園祭協賛会 祇園祭山鉾巡行 〃 ９，３１０ ２，０００ 

大文字五山送り火協賛会 京都五山送り火点火 〃 ３，００６ ６５０ 

時代祭協賛会 時代祭行列 〃 ３，２０７ ６２３ 

嵯峨お松明保存会 嵯峨お松明 〃 ３２８ ２０ 

賀茂競馬保存会 賀茂競馬 〃 ８６７ ２６ 

藤森神社駈馬保存会 藤森駈馬 〃 ３６４ ２６ 

糺の森流鏑馬神事等保存会 糺の森流鏑馬 〃 ６００ ２６ 

鞍馬山竹伐り会式保存会 鞍馬山竹伐り会式 〃 １４４ １３ 

花脊松上げ保存会 花脊松上げ 〃 １９０ ２６ 

広河原松上げ保存会 広河原松上げ 〃 ３０５ ２６ 

雲ケ畑松上げ保存会 雲ケ畑松上げ 〃 ７０ ２０ 

烏相撲保存会重陽社 烏相撲 〃 ７２ １３ 

西之京瑞饋神輿保存会 西ノ京瑞饋祭 〃 ４１４ ２６ 

北白川伝統文化保存会 北白川高盛御供 〃 ４４ ６ 

日野裸踊保存会 日野裸踊 〃 ３６ ６ 

鞍馬火祭保存会 鞍馬火祭 〃 １，２９５ ２００ 

桂川舟渡し保存会 松尾祭桂川舟渡御 〃 ２９５ １３ 

計 １８件 ２３，８３９ ４，３９５ 

 

（２）伝統芸能の保存及び執行に対する助成 

 ・執行事業の部 

対 象                                     単位：万円 

保護事業者 事業内容 事業費 助成金 

蹴鞠保存会 蹴鞠の執行 ４５７ ２０ 

平安雅楽会 雅楽 〃 １２４ ２０ 

壬生大念仏講 壬生狂言 〃 ６５０ ２０ 

神泉苑大念仏狂言講社 神泉苑狂言 〃 ２０８ ２０ 

千本えんま堂大念仏狂言保存会 千本えんま堂狂言 〃 １７８ ２０ 

嵯峨大念仏狂言保存会 嵯峨狂言 〃 ６６ ２０ 

吉祥院六斎保存会 吉祥院六斎 〃 １０７ ２２ 



久世六斎保存会 久世六斎 〃 ７２ ２０ 

中堂寺六斎会 中堂寺六斎 〃 １５２ ２０ 

梅津六斎保存会 梅津六斎 〃 ７４ ２０ 

小山郷六斎念仏保存会 小山郷六斎 〃 １０３ ２０ 

千本六斎会 千本六斎 〃 ６１ ２０ 

嵯峨野六斎念仏保存会 嵯峨野六斎 〃 ６２ ２０ 

壬生六斎念仏講中 壬生六斎 〃 １７９ ２０ 

円覚寺六斎念仏講保存会 円覚寺六斎 〃 １９ ６ 

西方寺六斎念仏保存会 西方寺六斎 〃 ４１ １３ 

川上やすらい踊保存会 川上やすらい花 〃 ４３ １３ 

今宮やすらい会 今宮やすらい花 〃 １１９ １３ 

玄武やすらい踊保存会 玄武やすらい花 〃 ９５ １３ 

上賀茂やすらい踊保存会 上賀茂やすらい花 〃 １２０ １３ 

久多花笠踊保存会 久多花笠踊 〃 １０３ ２６ 

八瀬郷土文化保存会 八瀬赦免地踊 〃 １８７ ２０ 

松ヶ崎題目踊保存会 松ヶ崎題目踊 〃 ５７ １３ 

大原伝統文化を守る会 大原八朔踊 〃 １８ ６ 

番匠保存会 上棟祭 〃 ７５ １３ 

計 ２５件 ３，３７０ ４３１ 

 

３）文化観光資源をとりまく自然環境の保全等に対する助成 

対 象                                     単位：万円 

保護事業者 事業内容 事業費 助成金 

(財)京都古文化保存協会 松喰虫駆除事業 ９５６ ３２０ 

計 １件 ９５６ ３２０ 

 

４）文化観光資源施設に対する助成 

対 象                                     単位：万円 

保護事業者 事業内容 事業費 助成金 

(財)霊山顕彰会 霊山一帯及び各招魂社周辺整備事業 ３５ １０ 

計 １件 ３５ １０ 

 

 

 

 

 


